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保
谷
消
防
署
の
救
急

出
場
は
、
平
成
13
年
度
６
千
115

回
も
あ
り
、
西
東
京
市
南
部
地

域
唯
一
の
田
無
出
張
所
に
救
急

車
が
な
い
の
は
問
題
で
あ
る
。

早
急
に
配
備
の
実
現
を
目
指
せ
。

都
に
働
き
か
け
て
い
く
。

公
園
管
理
協
力
員
の
募

集
を
行
っ
た
が
、
花
い
っ
ぱ
い

運
動
も
含
め
地
域
と
の
か
か
わ

り
は
大
い
に
進
め
る
べ
き
だ
。

互
い
に
助
け
合
え
る
ま
ち
づ
く

り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

市
民
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

６
月
に
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
を
提
案
し
た
。
単
に
よ
い
絵

本
と
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
と

ど
ま
ら
ず
、
親
子
の
安
定
し
た

か
か
わ
り
は
人
間
が
人
と
し
て

育
つ
根
幹
に
ま
で
触
れ
る
重
要

な
活
動
で
あ
る
。
認
識
は
。

意
味
は
承
知
し
て
い
る
。

予
算
化
し
た
い
。

温
暖
化
を
初
め
、
地
球

環
境
の
悪
化
が
大
き
な
問
題
で

あ
る
。
市
民
参
加
で
市
内
の
動

植
物
の
実
態
調
査
を
し
た
ら
ど

う
か
。
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を

知
る
こ
と
は
愛
着
も
増
す
。

ぜ
ひ
実
施
し
た
い
。

週
休
２
日
制
実
施
下
の

夏
休
み
が
変
わ
っ
た
と
言
う
が
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
ど
う
な

っ
た
の
か
。

先
生
方
が
毎
日
出
勤
す

る
よ
う
に
な
り
、
地
域
の
方
と

連
携
し
た
体
験
の
場
な
ど
数
々

の
こ
と
が
展
開
さ
れ
た
。

駅
前
に
お
り
立
っ
て
の

第
一
印
象
と
し
て
、
駅
広
が
緑

や
美
し
い
花
々
で
飾
ら
れ
、
ご

み
や
た
ば
こ
の
吸
い
殻
一
つ
な

い
す
っ
き
り
し
た
光
景
は
、
そ

こ
に
住
む
方
々
や
行
政
の
心
配

り
と
文
化
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
、

心
い
や
さ
れ
た
気
分
に
な
る
。

本
市
に
も
５
駅
あ
る
が
、
駅
前

は
そ
の
街
の
顔
で
あ
り
、
文
化

度
を
知
る
一
つ
の
バ
ロ
メ
ー
タ

ー
で
も
あ
る
。
た
ば
こ
を
初
め

と
す
る
ポ
イ
捨
て
行
為
は
、
近

年
の
モ
ラ
ル
の
低
下
、
マ
ナ
ー

や
ル
ー
ル
の
欠
如
か
ら
来
る
こ

う
し
た
傾
向
は
、
本
来
の
よ
う

に
一
人
一
人
の
良
識
に
任
せ
て

も
限
界
が
あ
り
、
環
境
美
化
の

機
運
を
高
め
る
意
味
か
ら
も
条

例
制
定
や
む
な
し
と
思
う
。
ま

し
て
や
、
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て

は
大
人
の
行
為
で
あ
り
、
歩
き

た
ば
こ
の
手
の
位
置
は
幼
児
の

顔
や
頭
の
高
さ
に
な
り
、
女
性

の
衣
類
は
灰
だ
け
で
も
穴
に
な

る
な
ど
危
険
を
伴
う
も
の
で
、

歩
行
中
の
喫
煙
も
条
例
で
禁
止

す
る
自
治
体
も
出
始
め
た
。
花

い
っ
ぱ
い
運
動
と
並
行
し
、
禁

止
条
例
の
制
定
を
。

８
月
の
議
会
報
を
見
て
、

担
当
の
部
署
に
複
数
の
方
か
ら

行
政
の
対
応
が
生
ぬ
る
い
と
の

電
話
が
あ
っ
た
。
市
で
は
、
現

在
「
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定

中
で
、
環
境
美
化
、
環
境
保
全

の
観
点
か
ら
、
ポ
イ
捨
て
禁
止

も
視
野
に
入
れ
検
討
し
た
い
。

罰
則
規
定
を
ど
う
す
る
か
な
ど
、

細
部
に
わ
た
る
論
議
が
必
要
だ
。

ひ
ば
り
が
丘
団
地
広
場
を
野
球

場
等
と
し
て
市
で
管
理

ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
人

口
が
延
べ
26
万
人
に
も
上
り
、

施
設
不
足
が
著
し
い
。
①
団
地

広
場
を
市
民
が
自
由
に
使
え
る

よ
う
市
の
管
理
運
営
と
せ
よ
。

②
学
校
の
統
合
計
画
で
校
庭
の

転
用
に
早
急
に
取
り
組
め
。

①
公
団
側
と
の
基
本
協

定
で
グ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
整
備

と
市
の
管
理
の
実
現
を
目
指
す
。

②
旧
西
原
二
小
を
社

会
教
育
施
設
と
し
て
活
用
す
る
。

増
加
す
る
交
通
事
故
へ
の
安
全

教
育
と
標
識
等
の
整
備

田
無
署
管
内
の
事
故
が

急
増
し
て
い
る
。
高
齢
者
の
自

宅
500
ｍ
以
内
の
事
故
も
４
倍
と

な
っ
て
い
る
。
対
応
を
急
げ
。

交
通
安
全
教
育
の
充
実

に
加
え
、
道
路
照
明
・
ミ
ラ
ー
、

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
等
で
危
険
箇
所

の
解
消
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

柳
沢
駅
南
口
の
駐
輪
場
対
策
！

駅
南
口
歩
道
に
約
千
台

の
自
転
車
が
放
置
さ
れ
、
住
宅

居
住
者
の
出
入
り
や
車
い
す
利

用
者
の
移
動
の
妨
げ
と
な
っ
て

い
る
。
景
観
に
配
慮
し
た
明
る

い
立
体
式
駐
輪
場
を
駅
広
に
整

備
し
、
暗
い
駅
前
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
の
改
善
を
。

近
隣
住
民
の
考
え
も
聞

き
、
積
極
的
に
検
討
す
る
。

住
吉
町
か
ら
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
南

口
へ
の
新
設
道
路
の
開
通

区
間
内
の
安
全
対
策
と

バ
ス
の
運
行
を
実
現
せ
よ
。

具
体
化
に
向
け
取
り
組
む
。

少
子
化
対
策
の
一
つ
と

し
て
、
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料

化
（
所
得
制
限
の
撤
廃
）
を
現

行
の
０
歳
児
か
ら
３
歳
未
満
児

ま
で
拡
大
す
る
考
え
は
な
い
か
。

平
成
15
年
度
予
算
に
反

映
す
る
よ
う
に
す
る
。

保
谷
駅
南
口
再
開
発
に
つ
い
て

事
業
認
可
に
向
け
努
力

し
て
い
る
と
思
う
が
、
地
権
者
、

借
家
人
の
方
の
生
活
や
営
業
等

に
配
慮
が
必
要
だ
と
思
う
。
代

替
地
、
代
替
店
舗
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

代
替
地
に
つ
い
て
は
、

制
度
上
の
課
題
を
含
め
て
検
討

中
。
営
業
借
家
の
方
に
つ
い
て

は
、
円
滑
な
生
活
再
建
が
図
れ

る
よ
う
配
慮
し
た
い
。

は
な
バ
ス
の
今
後
に
つ
い
て

厚
生
病
院
へ
の
巡
回
と
、

交
通
不
便
地
域
で
あ
る
泉
町
、

住
吉
町
へ
の
乗
り
入
れ
の
要
望

が
多
い
。
対
応
の
考
え
は
。

こ
の
２
件
に
つ
い
て
は

認
識
し
て
い
る
。
精
力
的
に
検

討
し
た
い
。

青
嵐
中
学
校
の
建
て
か
え
に
伴

い
、
歩
行
者
用
道
路
の
確
保
を

校
舎
北
側
に
「
青
嵐
の

森
」
と
呼
ば
れ
る
林
が
あ
り
、

多
く
の
市
民
が
利
用
し
て
き
た
。

校
舎
建
て
か
え
時
に
、
校
庭
北

側
か
ら
西
側
に
沿
っ
て
市
道
ほ

389
号
線
に
通
じ
る
歩
行
者
用
道

路
の
確
保
が
で
き
な
い
か
。

建
て
か
え
の
協
議
会

の
課
題
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
。

確
保
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

子
育
て
の
し
や
す
い
街
へ

乳
幼
児
医
療
無
料
化

浅
野
　
　
司
（
自
民
）

市
民
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ

遠
藤
　
源
太
郎
（
自
民
西
）

ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
の

制
定
に
向
け
て中

山
　
寛
子
（
自
民
西
）

清
掃
行
政
の
現
状
に
つ
い
て

海
老
沢
　
進
（
自
民
西
）

外
来
語
、
カ
タ
カ
ナ
言
葉
の
使
用
に
つ
い
て

小
林
　
た
つ
や
（
自
民
西
）

西
東
京
市
誕
生
か
ら
２
年

近
く
た
っ
た
が
、
ご
み
収
集
は
旧
田

無
・
保
谷
地
域
で
異
な
っ
た
ま
ま
で

あ
り
、
早
急
に
統
一
す
べ
き
だ
が
。

昨
年
審
議
会
の
答
申
を

得
、
現
在
諸
条
件
の
整
備
を
進

め
て
い
る
。
種
々
ご
意
見
も
あ

り
、
十
分
検
討
し
周
知
を
図
り
、

早
急
に
統
一
し
て
い
き
た
い
。

分
別
収
集
を
徹
底
し
、

資
源
ご
み
の
効
率
的
回
収
を
図

る
べ
き
だ
が
、
市
の
方
策
は
。

循
環
型
社
会

の
形
成
に
向
け
、
清
掃
指
導
員

の
拡
充
を
図
り
、
市
民
の
ご
協

力
を
さ
ら
に
お
願
い
し
て
い
く
。

カ
ラ
ス
等
に
よ
る
ご
み
の

散
乱
対
策
と
し
て
、
共
同
集
積

所
に
大
型
ご
み
収
容
器
を
設
置

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
市

で
も
補
助
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

宅
地
開
発

の
際
、
集
積
所
の
設
置
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
。
既
存
の

地
域
で
お
話
が
あ
れ
ば
、
協
議

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施

行
で
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯

機
、
エ
ア
コ
ン
は
、
業
者
が
有
料

で
引
き
取
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

不
法
投
棄
の
実
態
は
。
他
の
電
気

製
品
の
再
利
用
対
策
は
あ
る
か
。

不
法
投
棄

は
、
警
告
シ
ー
ル
で
撤
収
を
促

し
て
い
る
。
家
電
製
品
の
再
利

用
は
、
故
障
や
事
故
等
の
問
題

で
困
難
が
多
い
。

日
本
に
外
来
語
が
入
り

始
め
た
の
は
安
土
桃
山
か
ら
戦
国

時
代
と
言
わ
れ
て
い
る
。
仏
教
用

語
に
な
る
と
そ
れ
以
上
に
古
く
な

る
。
外
来
語
は
借
用
語
の
一
種
で
、

そ
の
民
族
の
言
語
に
溶
け
込
み
、

そ
れ
を
構
成
す
る
一
部
と
な
っ
て

い
る
。
そ
も
そ
も
漢
字
自
体
が
外

来
語
で
あ
り
、
現
在
で
も
使
用
さ

れ
て
い
る
の
が
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
最
近
の
外
来
語
、
西

方
系
か
ら
の
伝
播
に
よ
る
カ
タ
カ

ナ
言
葉
の
は
ん
ら
ん
は
目
に
余
る

も
の
が
あ
る
。
特
に
、
市
刊
行
物

や
市
役
所
内
で
の
カ
タ
カ
ナ
言
葉

の
使
用
に
は
格
段
の
注
意
が
必
要

で
あ
り
、
行
政
側
の
対
応
策
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
、
以
下
問
う
。

①
外
来
語
の
使
い
方
、
説
明
等

の
手
引
書
作
成
の
予
定
は
　

②
市
民
か
ら
の
苦
情
等
は
　

③
市
刊
行
物
に
使
用
さ
れ
る
外

来
語
に
対
し
注
釈
等
を
つ
け
ら

れ
な
い
か
　

④
今
後
の
行
政
対
応
は

①
平
成
15
年
度
の
文
書

管
理
シ
ス
テ
ム
の
稼
動
と
連
携
し

て
、
外
来
語
対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
手
引
書
）
づ
く
り
を
考
え
て
い

る
。
②
男
女
共
同
パ
ネ
ル
展
に
お

い
て
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」（
性
差
）、

「
エ
ガ
ー
ル
」（
平
等
な
、
対
等

な
）
の
意
味
が
わ
か
ら
な
い
と
い

う
指
摘
を
受
け
た
。
③
④
一
部
は

行
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
一
定
の

規
定
を
設
け
、
市
民
の
立
場
に
立

ち
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

公
的
な
高
齢
者
用
ア
パ

ー
ト
の
実
態
は
ど
う
か
。
高
齢

者
用
ア
パ
ー
ト
を
希
望
す
る
市

民
の
相
談
窓
口
は
ど
こ
か
。

市
営
住
宅
１
棟
、
ア
パ

ー
ト
４
棟
の
計
５
棟
に
64
名
入

居
。
８
月
の
空
き
家
募
集
５
戸

に
80
名
の
応
募
。
窓
口
は
都
市

計
画
課
住
宅
係
。
ど
う
あ
る
べ

き
か
十
分
検
討
す
る
。

住
基
ネ
ッ
ト
に
関
し
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
方
針

を
条
例
化
す
る
か
、
第
三
者
評

価
は
行
う
か
、
住
基
ネ
ッ
ト
の

メ
リ
ッ
ト
は
。

条
例
化
は
今
後
の
課
題
。

総
務
省
の
決
定
事
項
や
今
後
の

動
向
を
見
て
市
の
体
制
を
調
査

検
討
す
る
。
市
民
の
負
担
軽
減

や
窓
口
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
、
ノ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
す
。

田
無
駅
北
口
の
渋
滞
解

消
と
、
他
市
を
参
考
に
ア
ス
タ

ビ
ル
西
側
へ
横
断
歩
道
設
置
を
。

無
提
携
駐
車
場
を
含
め

実
態
を
把
握
中
。
横
断
歩
道
設

置
は
、
前
後
の
歩
道
と
の
間
隔

が
短
く
難
し
い
が
、
設
置
を
前

提
に
再
度
検
討
す
る
。

①
学
校
選
択
制
度
説
明

会
で
の
質
問
と
答
弁
　
②
説
明

会
の
回
数
と
時
間
帯
　
③
今
後

ど
う
進
め
る
か
。

①
選
定
基
準
、
抽
選
、

部
活
に
つ
い
て
等
　
②
２
回
、

1.5
時
間
と
１
時
間
　
③
学
校
公

開
の
実
施
。
学
校
説
明
会
を
28

校
２
回
実
施
。
対
象
者
に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
郵
送
済
み
。

東京大学農学部附属農場 保谷消防署田無出張所

青嵐中学校 柳沢駅南口駐輪場前
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夜
間
照
明
つ
き市

民
グ
ラ
ン
ド
の
実
現
を
！

酒
井
　
澄
（
自
民
）

高
齢
者
・
住
基
ネ
ッ
ト
・
渋
滞
解
消
・
教
育

猪
野
　
滋
（
市
ク
）


